
6月の道内景況 情報連絡員レポート
猛暑対策・観光客増加で売上増も、製造業は需要低下に不安の声

製造業
食料品 �
● �組合員の加工場では、ホタテの加工処理が本格的に行われている。沖底船
については、すり身の加工原料となるスケソウダラが豊漁であり、釧路、
紋別の水産加工場へ送られている。全体的に例年通りの業況。� （網走）

● �味噌出荷量（道内）；単月（令和6年5月）　　　　前年対比　100.3％
　　　　　　　　　　累計（令和6年1月～5月）　前年対比　 93.2％
醤油出荷量（道内）；単月（令和6年5月）　　　　前年対比　 95.2％

　　　　　　　　　　累計（令和6年1月～5月）　前年対比　 94.9％
味噌出荷量（全国）；累計（令和6年1月～4月）　前年対比　 97.3％
醤油出荷量（全国）；累計（令和6年1月～4月）　前年対比　 98.7％
・令和6年5月の道内単月の出荷量は、前年対比、味噌は微増で、醤
油は悪かった。

・令和6年1月～5月の道内累計出荷量は味噌・醤油共に悪く、相変
わらず全国平均と比較しても数字が悪い状況が続いている。

・味噌の原料である国産米も昨夏の猛暑の影響で、相変わらず品薄状
態で入手困難。物（米）が出てきた場合でも価格が高い。円安のた
め、外国産米の価格も上昇している。

・食品包装容器の値上げ圧力の新聞報道もあり、先行きの明るい材料
なし。� （全道）

木材・木製品 �
● �6月期のトドマツ原木の工場への入荷は、前月期同様、順調に推移し
ており、落ち着いている。市況については、在庫が不足している状況
にはなく、弱保合で推移している。また、国有林材のドドマツ一般材
については、オホーツク、道央圏、道北では複数の応札があり、活発
な動きが出てきている一方で、道南圏については、不落が続き出口が
見えない。特に道南スギについては、全く動きがなく、供給過多と
なっている。原料材については、FIT の影響から安定かつ高値安定で推
移しており、この4～5月については価格が下がったが、6月につい
ては、昨年並みの価格に近づいている。
・6月期のカラマツ原木については、出材量が少ないものの、順調に
推移している。市況についても弱保合で推移している。

・トドマツ製材市況は、先月に引き続き景気後退等の影響により、新
規住宅需要が前月に比べ減少していることから、受注は減少してい
る。産業資材も減少傾向で推移している。価格は弱気配～保合の状
況にあり、カラマツラミナについても、減少傾向で推移している。
また、市況はカラマツ、エゾ・トドマツは弱含みが見込まれる。紙
原料は、不足気味で原料材価格が上昇しており、原料の取り合いが
全道的に見られている状況であるが、国内チップ買取価格の上乗せ
はなく、希望価格にはほど遠い状況が続いている。木質バイオマス
原料については、順調に集荷されており、価格も高止まりの傾向か
ら、下がり気味で推移している。

・道内製材業界は、主力製品である梱包材・パレット材のオーダーが
大変厳しい状況下にあることから、一昨年から上昇した電力料金や
各種諸資材、航送料金の値上げなどを、製材品価格に反映させるこ

となく、自助努力により吸収してきたが、そのような中、トラック
ドライバーの労働時間規制が施行され（2024 年問題）、各輸送業者か
らは、これまでに例がないほどの値上げ要請があり、これ以上のコ
ストアップを各製材工場が吸収することは不可能であると判断して
おり、具体的な対策が急務となっている。� （全道）

● �昨年同月比で生産量はやや回復しているものの、低推移に変わりはな
い。今くらいの需要が常態化するのではと不安を感じる。� （十勝）
窯業・土石製品 �
● �6月の生コン出荷量はおよそ 288 千m3。（前年同月比 95.3％）
・地域別には、前年同月を上回った分会は 27 分会中8分会で、前年
（増加は 13 分会）を下回った。前年同月と比較して、増加したのは道
南、小樽、富良野など。一方、減少したのは札幌、十勝、苫小牧な
どであった。
・コンクリート舗装の普及拡大を期待する。� （全道）

● �十勝地域では、砂利採取申請数量は昨年並となっているものの、公共事
業の減少傾向が続いていることから、砂・砂利の在庫は増加している。
・働き方改革により人件費は総じて上昇しており、人材不足は慢性化
している。� （全道）

● �先月同様、出荷数量が低迷しており、前年同月対比 42.68％、4～6月
累積実績 41.16％で低下している。� （室蘭）
一般機器 �
● �全体的に動きが良くない。
・物価高騰対策と景気対策と円安対策を早急に行い、消費税減税も実
施してほしい。電気料金の補助は、最低限年度末まで実施し、北海
道の寒冷地等もしっかり考慮してもらいたい。� （札幌）

● �資材価格、電気料金等の高騰は続いている。
・イベントが増えてきているので、関連品に期待。� （全道）
その他 �
● �相変わらず需要は低迷している。なんとなくの物価上昇での買い控え
の影響があるようだ。
・5月から6月のアスパラは天候不順により昨年の5割程度との声も
ある。
・コロナ後の生活様式の変化や人手不足による倒産も散見される。
・価格改定は、今がチャンスなのに抜け駆けするメーカーがあり進ん
でいない。
・円安対策や人手不足対策等、国民の気持ちが晴れるような恒久対策
を早急に実施してもらいたい。� （全道）

● �造船各社は3年分の受注残を抱えているが、鋼材価格を始め、資機材
や人件費等の高騰によって利益確保は難しく、中国や韓国との激しい
競争もあり、造船業界の環境は依然として厳しい状況の中で、多くの
産業が人手不足にあり、造船も人材確保・育成への取組みが重要な時
代になってきている。
・造船は順調に仕事量は確保しているが、陸上工事（公共事業工事）が
少なく、今後の受注に期待している。� （室蘭）

主要DI の推移　前年同月の比較では、「景況」、「売上高」、「収益状況」の全て
が低下している。
　5月から6月の推移では、「景況」、「売上高」、「収益状況」の
全てが増加した。
　情報連絡員によると、製造業では、公共事業の減少や製品需
要の低下に加え、現状の需要下げ止まりが、常態化することへ
の不安の声も寄せられている。非製造業では、本格的な観光
シーズンに入り、インバウンド消費が高まっているとの声や、
昨夏の猛暑の影響によるエアコン等の夏家電の売上増加の報告
が寄せられた。

概 況

天気図の見方　各景況項目について調査月と前年同月を比較して、「増加」（または「好転」）したという回答（構成比）から「減少」（または「悪化」）という回答（構成比）を差し引
いた値（DI）をもとに作成。天気の表示は凡例のとおりです。

（凡例） 30以上 10〜29 9〜△10 △11〜△29 △30以下
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非製造業
卸売業 �
● �昨年 10 月に挙行した組合創立 60 周年記念事業（記念式典など）の今年
度分の事業として、帯広市児童会館にエアーホッケー台を寄贈、6月
22 日（土）に帯広市児童会館にて寄贈セレモニーを実施した。
・北海道に一番初めに出店した総合スーパーが6月 30 日に閉店。スー
パー部門については、地元スーパーが引継ぎ、ひとまずは安堵。ま
た他のテナントについては、色々と話が出ており、今後の動向が注
目される。� （帯広）

● �令和6年6月期の当組合買付高は仲卸、荷受 1,654,787 千円（税抜）で、
先月の5月期実績額 1,433,447 千円（税抜）より、221,340 千円ほど増加し
た。6月の買い上げはお中元シーズンもあり、増加したようだが、同時
に価格の高止まりの要因もあり円安傾向の改善が急務である。�（全道）

● �昨年の猛暑の影響で、エアコン設備、機器類の売上が増加している。�（全道）
小売業 �
● �前年比較　物販 99.1％　金融 90.0％
・本格的な観光シーズンを迎え、観光客をはじめ中心市街地の人通りが増
えてきている。業種別では、5月に続き旅行業が 238％、家電が 140％
と好調で、地元の旅行者が増えているのと近年の北海道での猛暑の状
況からか夏物家電の需要が高まっている。一方、衣料品系が 86％、自
動車関連が 82％と減少しており、全体では前年割れとなった。�（旭川）

● �6月は観光客が増加。平日の早朝でも食堂には行列が出来ていた。観
光客のうち半分はインバウンドで、食堂は市場内で買った商品の持ち
込みを受けていないため、カニ専門店で買ったカニを店で茹でさせて
市場内で食べる観光客が増加している。地元客は特売日を待っている
ので平日は少ない。� （小樽）

● �6月取扱高は、前年同月比 99％の状況。天候に恵まれ商店街の賑わい
は良くなっていると感じるが、食品価格の値上げによる売上低迷の影
響は大きいと感じる。� （苫小牧）

● �6月に入り観光客が増えているため、今後に期待したい。� （稚内）
● �組合員からは景気の良い話は聞けず、同業者で構成する組合では、解
散に向けた話も出ているとのことで、続く物価高騰から景況も収益も
悪化していると話していた。また、可処分所得の増加で消費拡大を
狙った定額減税は、事業者にとってはいい迷惑だと不評。これから夏
のイベントが続くが、宿泊、飲食が好転するだけだろうと組合員の
方々は諦めている。
・旅行業は、円安の影響から海外旅行の高額キャンセルがあったもの
の、前年をクリア。携帯電話販売業については、販売方法の見直し
とスタッフの意識改革により、前年を上回る粗利益の確保を実現。
保険業は、店舗移転後積極的な営業訪問活動を実施し、既存契約者
から成約をいただいた。� （釧路）

● �春先からの不調が続いていて、回復の傾向はない。� （全道）
● �昨年のこの時期は、まだ「全国旅行支援」があり、大きな影響があっ
たように感じる。しかしながら、今年はアニメ映画「名探偵コナン」
の影響が引き続き大きく、特に国内上映に続き、直行便のある台湾で
も上映がスタートしたことから、クルーズ客船の入港と併せインバウ
ンドの観光客で連日賑わっていた。又、国内に目を向けるとコナン効
果の他、JRA函館や函館マラソンが開催され、特に函館マラソンにお
いては、前後泊の参加者も目立ち、大変多くの方々に函館朝市に足を
運んでもらった。当連合会でも、例年同様、函館マラソンでのエイド
対応として「一口海鮮丼」の振る舞いを協賛参加。フルマラソンコー
スのフィニッシュ前の第 12 エイド（フル 35.8km地点）で、2000 食以上
を提供し、例年これを目当てに参加される方も多く、皆さんに大変喜
んでいただいた。当朝市協同組合連合会は、函館市や地元での取り組
みには微力ながら積極的に協力している。� （函館）

● �固定費の上昇が利益を圧迫して、売上が多少上がっても利益が悪化して
いる。商品価格も魚の冷凍品中心に上がっている。マグロ、サーモン、
鮭、タコ、イカ等の価格の上昇がひどく、仕入れ価格が上がっている。
・電気、ガス、水道代金の補助金が必要。� （札幌）

● �売上高 2,850 万円、前年比 110％。物価上昇による客単価の増額と青果
物販売が堅調に推移している。� （札幌）

● �観光客やツアー、修学旅行など、昨年と比較するとかなり伸びてきて
いる。毎年実施している入店客調査も、コロナ前よりも増えた。和商
の日には、市民サークルの催事も多く出店している。市民向けのスタ
ンプラリーやマル得福袋も好調である。� （釧路）

● �北海道はエアコンのメーカー出荷は、前年 300％と急激な伸長だが、半
面テレビ、冷蔵庫の売り上げが減少し、トータルで 90～96％程で、各
社推移している。エアコンの工事が遅れ、混乱状況。
・カーボンニュートラルのキャンペーンを北海道や道内の各市でやっ
てほしい。� （全道）

● �新車の納車は以前より回復傾向にあるが、いまだ車種別に納車が遅れ
ているものもあり、中古車市場は不変。� （札幌）

● �農作業が順調に進んで一段落した状況だが、7月度に農業機械の価格
改定が予想され、多くの組合員で展示会を開催した。受注状況は、コ
ロナ前の受注状況より9割程の回復をしている。� （全道）

● �天候不順によりアスパラの生育が悪く、期待した売り上げが伸びず、
それに伴う資材の売り上げ目標も達しなかった。� （旭川）
商店街 �
● �6月共通駐車券の利用は、前年同月比 133.0％、買物共通バス券は、前
年同月比 100.0％。大手百貨店閉店の影響は一巡し、共通駐車券の利用
は、前年比超えを維持。閉店したスーパーの解体工事が始まり、6月
30 日には別のスーパーが閉店した。� （帯広）
サービス業 �
● �当年度4月からの累計発注業務量は、昨年度に比べて数％程度増加して
いるが、人件費・資材・消耗品等の価格上昇に追いついていない状況が

続いている。また、若手技術者が就職後数年で離職する等、業界への
定着率が低下傾向にあり、特に屋外調査を担当する技術者不足が目立つ
ようになってきている。このため、職場内にて中高年齢層や管理職を対
象とした、時代に即した組織マネージメントに関する教育訓練を実施す
る等社内改革に取り組む組合員もちらほら出てきている。� （全道）

● �大きな状況の変化はない。営業努力で持ち堪えた。
・6月末日の組合員は全道 101 名、うち札幌が 27 名となった。
・年度当初より3施設が閉店した。� （全道）

● �道内の中小 IT 企業の今春の賃上げは、生産性の改善やモチベーション
向上のための前向きな賃上げより、技術人材の確保や離職防止のため
に賃上げせざるを得ない防衛的側面が目立ち、賃上げ率も5％を越え
る中小 IT 企業も散見された。その主要原資は案件単価への価格転嫁に
よるものだが、稼ぐ力を高めた生産性向上や自助努力でシステム開発
案件数の受注伸長による賃上げではなく、目先のリスク回避のための
賃上げに将来不安を感じる道内の中小 IT 企業が多い。今後も半導体工
場やDC（データセンター）の建設に伴う道外からの企業進出で、技術
人材の争奪戦が続くと予測されるが、価格転嫁という原資の確保には
限界があるため、給与だけでなく教育体制や福利厚生等の劣る道内中
小 IT 企業にとっては解消策が見当たらない人材確保の厳しさが今年度
も確実に続く。� （全道）

● �道内、道外客の減少、インバウンドの増加、全体では前年比 511 名減
の 97.8％。前月より集客率は増加しているものの、3か月連続で前年
比減が続いている。� （十勝）
建設業 �
● �原材料費の増加は落ち着きがあるが、今後の推移には注視する必要が
ある。また、人件費の増加は続いており、収益への影響が生じているほ
か、雇用人員不足による事業への影響も出ており、新たな事業獲得が難
しい状況にある。4月からの働き方改革の対応に苦慮している。�（札幌）

● �官庁工事は、各官庁とも5月、6月が第1四半期の発注時期で、例年は
入札参加者が多い時期だが、今年はやはり参加者が減っている。まだま
だ入札不調はあまり目立っていないが、第2四半期（7～9月）での応札
具合はやはり心配される。民間工事で多少冷え込んでいる分野もあり、
その分野の業者が官庁工事に参加しつつある。札幌市発注工事で、特に
学校のエアコン設置工事が大量に発注され、設備工事の方の不調を危
惧していたが、今のところは深刻な状況は起きていない状況。
・民間工事では、戸建住宅と分譲マンションが、建築費の高騰を販売
価格に転嫁できず、または転嫁すると販売価格が上がって売れなく
なり、この分野がかなり冷え込んでいる。一方で、本州の電鉄系デ
ベロッパーが進出し、札幌中心部のタワーマンション（富裕層向け）
をどんどん計画しており、この工事の道外大手企業は忙しい状況。
地場企業向きの工事がかなり減っている。さらには、通信設備工事
の市場で、モバイル各社の基地局への設備投資が現在冷え込んでお
り、この分野の電気通信会社も厳しい状況。通信業者がそう簡単に
は強電工事に取り組める訳ではなく苦しんでいる。
・半導体製造工業や野球場関係など、北広島、千歳周辺は今後の建設
計画が次々と計画があり、ここに来て「工事があるところには沢山
あるが、無いところには無い」という「二極化」進んでいる状況。
・人件費、資材費、諸経費の高騰が「価格転嫁」できているかどう
か？について、官庁サイドや、施主（不動産、デベロッパー）、ゼネ
コンなどでは、ある程度は考慮いただきつつあるものの、まだまだ
十分ではなく、収益はなかなか改善しない状況。
・「働き方改革」について、官庁工事では「週休2日型」が本格導入さ
れ、その成果が現れるか否か？は今後と考えるが、電気業界として
建設業界にも「週2日閉所」を陳情しており、一部ゼネコンでは
「隔週土曜日閉所」などの改善も少しずつ見られ始めた。しかし、ま
だまだこれからの状況を注視する必要がある。� （全道）

●【組合員の業況】
　�　6月1日からの水道週間に合わせて、加盟組合員（6社）による恒例
の市内児童公園（18 か所）の水廻り（給排水設備）点検の奉仕作業を実
施。公共の発注工事は、9割強の受注が完了し、組合員は各社とも量
水器取替や老朽管更新工事及び民間工事で忙しい状況が続いている。
　【問題点】
　�　組合各社ともに新規雇用が進まず、労働力不足のためか修繕工事等
の対応に苦慮している。
　【地域の実情】
　�　名寄市は、道内一のアスパラ産地で、収穫は7月の第1週で終了と
なる。市外中心部では「アスパラ祭り」が盛大に開催され、市内外か
ら多くのお客様で賑わった。� （名寄）
運輸業 �
● �前月と同様に、運ぶ物が減少傾向にあることに加え、荷主の土曜休業
で稼働は減少した。また、相変わらずの人手不足の様子でドライバー
は常時募集されている。� （小樽）

● �取り扱い品目、輸送形態により差があり、道内の食料品等の配送につ
いては、運賃が上がり、労働時間が短縮になったことで、休みが増え
た分、積載効率が上がった。ドライバーは依然として不足している。
・道内の雑貨輸送についても、運賃が上がり忙しくなってきた。
・本州輸送については住宅価格等の高騰により、住宅設備機器の荷動
きが悪い。昨年収獲の農産物輸送もほぼ終わり、輸送量が減少して
苦戦している。� （全道）

● �農産物については、昨年の作柄が悪かったため物量が少なく、荷動き
は悪い。
・物価上昇による買い控えが起きているためか、一般カーゴの荷動き
も悪い。� （石狩）

● �売上高は、前年同月比　9.54％減少。
・乗務員数は、前年同月比　3.2％減少。
・5月分チケット取扱高は、前年同月比　6.12％減少。� （旭川）
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